
技術・家庭科（技術分野）ワークシート
D　情報の技術「ネットワークを利用した双方向性のあるコンテンツのプログラミング

１．前回の授業での通信プログラムの問題点や課題（改善したいことや困ったこと）を書こう

学習課題

２．自分で考えた課題解決のためのプログラムの工夫を考えよう
問題点や課題 解決策（例：サーバに○○な工夫をする）

３．グループでお互いの考えを共有し合い，プログラムの構想や設計を考えよう
↓グループで取り組む内容
問題点や課題 解決策（例：サーバに○○な工夫をする）

（フローチャートに書き加えよう）
サーバ クライアント

まとめ

４．よりよいメッセージ通信プログラムにするためには，今後どのような工夫ができるか考えよう

（　　　）年（　　　　）組（　　　　　）番　氏名（　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）という問題点や課題を解決するために

（　　　　　　　　　　　　　　）のプログラムに（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

　という工夫を行う

　のような工夫をすることで，よりよいメッセージ通信プログラムにしていきたい。



※SE　：　スチューデント・エンジニア（グループのリーダー）
※SEは，通信プログラムのサーバ役。他のメンバーはクライアント役。
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R1　研究授業　D情報の技術「双方向性のあるコンテンツのプログラミング」　板書計画

学習課題 まとめ
◎基本プログラム

＜サーバー＞ ＜クライアント＞ という問題点や課題を解決するために
送信 受信

・ 同じメッセージが何度も送られてくる のプログラムに

・ なりすまし，知らない人，不特定多数

・ 夜，眠ることができない という工夫を行う

・ 好ましくない表現，言葉づかい

問題点を解決するためにはプログラ
ムにどのような工夫をすればよいだ
ろうか
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発表

まとめ

本時の振り返り

＜学習の流れ＞

前時の振り返り

学習課題

自分で考える

グループで考える

開 始

終 了

開 始

メッセージ
を送る

終 了

開 始

メッセージ

終 了

開 始

メッセージ
表示

終 了

解決のための工夫（編集・デバッグ）

ワークシートに記入させ

発表させる

※ペアでの対話，アンケート

結果による補完

基本プログラムを確認させる

個人で工夫を考えワークシー
トに記入させる

グループで個人の意見を共
有させ，構想や設計をワーク
シートに記入させる

グループで制作させる
（編集・デバッグ）

発表させる

ワークシートの定型文を見な

がら考えて記入させる

発表させる
学習の流れを掲示
（特別支援教育の視
点）
※授業の前から

必要に応じて活動時
間を設定し掲示する


